
■コメント

２０１８年第５週（１月２９日～２月４日）

■全数把握感染症報告状況

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

１．インフルエンザ
定点当たり46.8人と、警報レベル（定点当たり30.0

人）が継続中で、市内全域で本格的な流行となって
います。

インフルエンザ様疾患による学級閉鎖等は、第5
週に69件、その後も2月5日までに30件の報告があ
り、今シーズンの累計は224件となりました。

なお、第5週の市内の基幹病院2か所による迅速
診断結果では、A型陽性が135人、B型陽性が311人
と、 B型の割合が69.7％となっています。

寒い日が続いていますので、健康管理に十分注
意し、手洗いや咳エチケットの励行、人ごみを避け
るなど感染予防に努めましょう。

２．梅毒
6件の報告があり、今年の累計は12件となりました。

最も報告の多かった昨年（62件）を上回るペースで
の報告となっています。
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類型 疾患名 報告数 累計 備考

5 急性脳炎 2 3 男性（60歳代）、男性（80歳代）

5 梅毒 6 12 男性（20歳代）・1人、女性（20歳代）・2人、男性（30歳代）・3人



＊感染症発生動向調査に基づく病原体定点搬入分のみ掲載

２０１８年第５週（１月２９日～２月４日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

■新たに判明した病原体検出状況

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。
なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
URL http://www.city.hiroshima.lg.jp/eiken/center.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575  FAX(082)277-5666  E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

（検査：広島市衛生研究所）

＊百日咳は、2018年1月1日から５類感染症（全数把握疾患）に変更になりました。

全国のインフルエンザウイルス分離・検出状況については、国立感染症研究所HP「インフルエンザウイルス
分離・検出速報」にてご確認ください。（ＵＲＬ：https://www.niid.go.jp/niid/ja/iasr-inf.html ）

2017/18シーズンのインフルエンザウイルス検出数は、全国ではA（H1N1）2009型が1,219件、A（H3）型が
509件、B型（ビクトリア系統）が52件、B型（山形系統）が819件検出されています。なお、この他、A型（亜型不
明）が2件、B型（系統不明）が28件検出されています。

また広島市衛生研究所による遺伝子検査では、2月4日現在、A（H1N1）2009型が8件、A（H3）型が3件、B
型（山形系統）が6件検出されています。

【参考】全国におけるインフルエンザウイルス検出状況（出典：国立感染症研究所）
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診断名 主症状 年齢 性別 発症年月日 検査材料 検出病原体

流行性角結膜炎 眼結膜濾胞 59 男 2017/12/24 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ54型

その他の疾患 結膜充血 眼脂 36 女 2017/12/18 結膜擦過物　　 ｱﾃﾞﾉｳｲﾙｽ3型
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第1週 368 9 27 85 6 2 1 3 1 1 8 - 2 - - 1 - 1
報 第2週 682 6 44 139 18 - 2 6 - 1 9 2 5 - - - - -
告 広島市 第3週 1,600 7 57 172 8 4 3 6 - 4 12 - 6 - - 1 - -
数 第4週 1,764 8 50 168 10 2 1 8 2 2 7 - 5 - - - - 7

第5週 1,732 1 56 148 6 8 1 3 1 - 10 - 3 - - - - 2
第1週 10.22 0.39 1.17 3.70 0.26 0.09 0.04 0.13 0.04 0.04 0.35 - 0.25 - - 0.14 - 0.14

定 第2週 18.43 0.25 1.83 5.79 0.75 - 0.08 0.25 - 0.04 0.38 0.25 0.63 - - - - -
点 広島市 第3週 43.24 0.29 2.38 7.17 0.33 0.17 0.13 0.25 - 0.17 0.50 - 0.75 - - 0.14 - -
当 第4週 47.68 0.33 2.08 7.00 0.42 0.08 0.04 0.33 0.08 0.08 0.29 - 0.63 - - - - 1.00
た 第5週 46.81 0.04 2.33 6.17 0.25 0.33 0.04 0.13 0.04 - 0.42 - 0.38 - - - - 0.29
り 第3週 51.93 0.30 2.65 6.18 0.28 0.23 0.10 0.35 0.03 0.16 0.47 0.01 0.73 0.01 0.03 0.25 0.01 0.05

第4週 52.35 0.31 2.52 5.12 0.29 0.23 0.08 0.32 0.02 0.15 0.49 0.01 0.57 0.01 0.01 0.20 0.01 0.06
全国


